
「五所農林の生徒をインターンシップ受入れ」

10 月 13 日（火）～ 10 月 15 日（木）の３日間、青森県立五所川原農林高等学校が教育
の一環として行っているインターンシップに協力して、将来、林業に携わりたいと考えて

いる森林科学科２年生の生徒１名を、青森森林管理署で受け入れました。

生徒は初日、まず葛西総括事務管理官から当署の特色や管内概要等の説明を受けました。

その後、金澤総括森林整備官等から青森ヒバの説明を受け、青森県森林整備事業協同組合、

青森県木材協同組合のそれぞれの木材市場で当署から出材したヒバ丸太を見学しました。

次に、外ヶ浜町内の地拵え作業箇所で柳谷主任森林整備官等から作業内容等の説明を受け、

作業地上空から確認するドローンの操作体験もしました。さらに、青森市森林博物館では、

木コリの写真展を見学し森林・林業の魅力を感じてもらいました。

木材市場の見学 ドローンの操作体験

２日目は、外ヶ浜町内で収穫調査を体験しました。立木の伐採にあたって行う基礎的な業

務で、伐採対象木を選定するとともに、樹種、直径、高さ、質等を調査します。

金澤総括森林整備官から調査内容や調査方法の説明があり、終日収穫調査を行いました。

収穫調査



３日目は、外ヶ浜町三厩で実施中の釜ノ沢治山工事の現場を訪ね、工藤総括治山技術官等

から、工事内容の説明を受けつつ、モルタル吹付工のを見学しました。

治山工事現場の見学

次に、青森ヒバ林復元プロジェクトの実施箇所（外ヶ浜町三厩）を見学し、ヒバの稚幼樹

が旺盛に根づいている状況を確認しました。その後、青森市内の内真部山国有林では、12
年前にヒバ苗を植えた箇所を見学しました。最後に署内でレポートを作成し、3 日間のイ
ンターンシップが終了しました。

青森ヒバ林復元プロジェクト箇所の見学

後日、「今回学ばせていただいたことを糧に、資格取得など学業を頑張りたいと思いま

す。どうもありがとうございました。」との礼状が届きました。

今回のインターンシップを通じて、森林・林業へ興味を持って、将来の進路に活かすこ

とを願っています。


